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アジア東地区決勝

のパー71ク 利
ア
ジ
ア
代
表
の
座
を
か
け

敵
宿

マ
レ
ー
シ
ア
と
対
戦
ヘ

第
１０
回
世
界
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権

（ト
マ
ス
杯
）
大
会
ア
ジ
ア
東
区

決
勝
戦
は
、
１
月
２４
日
、
２５
日
の
両

日
、
東
墓
国
立
競
技
場
代
々
木
第
二

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

日
本
、
韓
国
の
戦
力
は
あ
る
程
度

予
期
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
優
位
は

動
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
興
味
は
韓

国
勢
が
ど
こ
ま
で
食
い
さ
が
る
か
、

ま
た
日
本
の
若
手
が
ど
の
よ
つ
な
プ

レ
ー
を
み
せ
る
か
に
あ
っ
た
が
、
結

果
は
、
日
本
の
圧
勝
、
９
１
０
し
か

も
い
ず
れ
の
試
合
も
２
１
０
の
ス
ト

レ
ー
ト
で
終
わ
り
、
危
げ
の
な
い
勝

利
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
日
本
は
、
ト
マ
ス
杯
イ

ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
ア
ジ
ア
地
区
代
表
の

座
を
か
け
て
、
西
地
区
優
勝
の
マ
レ

ー
シ
ア
と
４
月
２
日
、
３
日
両
日
マ

レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
対
戦
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

小
島
も
楽
勝
で
や
や
物
足
り
な
い
よ
う
す

11都心には大流行のゲイラ・ カイトが上っていた



第10回世界バドミントン選手権 (トマス杯)大会

日本あぶなげなく9-0
土飯

田野

2

第
１
日

銭
　
谷

２

小
　
島

２

０

韓
盛
貴

ｔ

奮

兼

ｏ
特雄
毅

０
鉾組職

躙野馴
２

第
２
日
土　田
２
（‐５‐５‐‐５３）０
李玉鉱

小　島
２
（‐５‐５‐‐８４）０
韓盛貴

銭　谷
２
（・５‐５‐‐４５）

渤　晰
２
（‐５‐５‐‐２４）

馳野馴
２
（‐５‐５‐‐・３）

日
本
チ
ー
ム

▼
監
督

遠
井
稔
男

。
日
本
体
育
大
学
出
、
日

本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
常
務
理
事

▼
コ
ー
チ
兼
選
手

小
島

一
平

。
中
央
大
学
出
、
ラ
ケ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
元
町

▼
選
手

池
田
信
孝

・
法
政
大
学
出
、
日
本
電

信
電
話
公
社

栂
野
尾
昌

一
・
法
政
大
学
出
、
ヨ
ネ

ツ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ

尾
崎
幹
雄

。
中
央
大
学
出
、

一恒
電
話
公
社

飯
野
佳
孝

。
日
本
大
学
出
、
ヨ
ネ
ッ

ク
ス
ス
ポ
ー
ツ

銭
谷
欽
治

・
中
央
大
学
出
、
河
崎
ラ

ケ
ッ
ト
エ
業

土
田
証
雄

・
新
潟
県
立
三
条
商
業
高

校
出
、
日
本
大
学
四
年

韓
国
チ
ー
ム

▼
団
長

曹
寅
鉱

・
大
韓
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

副
会
長

▼
監
督

高
仁
詰

・
大
韓
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

専
務
理
事

▼
選
手

金
学
智

。
大
韓
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

競
技
理
事

韓
盛
貴

・
７４
年
単
１
位
、
７５
年
単
４

位
、
株
式
会
社
金
福
酎
勤
務

同
複
１
位

李
玉
鉱

・
７４
年
単
３
位
、
７５
年
単
１

位
、
株
式
会
社
金
福
酎
勤
務

金
鳳
変

・
７４
年
複
２
位
、
７５
年
複
１

位
、
株
式
会
社
金
福
酎
勤
務

金
義
坤

・
７４
年
単
１
位
、
７５
年
単
２

位
、
複
３
位
、
朝
鮮
大
学
校
３
年

権
承
澤

・
７５
■
呂
等
部
単
複
１
位
、

全
州
農
林
高
等
学
校
３
年

李
恩
求

・
７５
年
複
２
位
、
全
州
農
林

高
等
学
校
３
年

朴
光
熙
・
７５
年
単
３
位
、
忠
州
実
業

高
等
学
校
２
年

1515 18 15 1815 15 15
1  1  1  1   1  1  1  1
5 3 13 9 13 9 1 6

0    0    0

基詈壽霧 軍

日
本
電
　
遠
井
監
督
も
余
裕
十
分

気
候
の
せ
い
か
シ
ャ
ト
ル
の
交
換
が
異
常
に
多
か
っ
た
が
、
名
誉
審
判
も

加
わ
っ
て
の
慎
重
な
選
定

ヨ
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土
田
は
、
さ
き
の
対
香
港
戦
で
第

３
シ
ン
グ
ル
ス
に
登
場
、
そ
の
後
全

日
本
学
生
選
手
権
シ
ン
グ
ル
ス
で
優

勝
す
る
な
ど
、
日
本
の
二
番
手
と
し

て
少
局
・
銭
谷
に
つ
ぐ
戦
力
と
な
っ

て
き
た
。

サ
ウ
ス
ポ
ー
独
特
の
切
れ
る
カ
ッ

ト
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ル
を
武
器
に
、
飯

野
と
の
コ
ン
ビ
に
よ
っ
て
身
に
つ
け

た
ス
ピ
ー
ド
あ
る
プ
レ
ー
は
若
さ
あ

ふ
れ
る
気
持
の
よ
い
も
の
で
あ
る
。

今
大
会
で
も
第
３
シ
ン
グ
ル
ス
に

出
場
し
、
余
裕
の
あ
る
勝
利
を
か
ざ

っ
た
。
こ
こ
で
は
、
土
田
の
プ
レ
ー
を
グ

ラ
フ
に
ま
と
め
た
。
こ
の
ま
ま
素
直

に
成
長
し
、
や
や
弱
点
と
い
わ
れ
る

ス
タ
ミ
ナ
を
う

に̈
つ
け
れ
ば
、
今
後

日
本
の
貴
重
な
戦
力
と
な
る
で
あ
ろ

土

田

証

雄
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盤IJ

| ;:′

夕:P

議
題
宦
瓢
麒
隆

轟

礎

「

爆

Jヽ

|ごti‐



大
忙
し
の

本
誌
売
店

会
場
で
は
、　
い
つ
も
の
よ
つ
に
本

誌
の
年
間
予
約
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

の
販
売
を
お
こ
な
っ
た
が
、
お
年
二

を
も
ら
っ
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
小
中
学
生
を
中
心
に
飛

ぶ
よ
つ
な
売
行
為

そ
れ
も
、
試
合
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル

の
数
分
間
に
集
中
す
る
た
め
、
販
売

担
当
の
お
嬢
さ
ん
も
て
ん
て
こ
舞
い
。

つ
り
銭
が
足
り
な
く
な
っ
て
両
替

に
走
っ
た
り
、
旧
号
を
希
望
す
る
お

客
さ
ん
に
本
誌
を
探
し
に
い
っ
た
り

で
、
大
忙
し
の
二
日
間
で
し。
た
。

認
識
高
ま
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

最
近
は
、
以
前
に
比
べ
る
と
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
に
対
す
る

一
般
の
認

識
も
高
ま
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
と
同

時
に
マ
ス
コ
ミ
関
係
も
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
積
極
的
に
扱
っ
て
く
れ
る
よ

、つ
に
な
っ
て
き
た
。

す
る
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

″羽
根

つ
き
″
程
度
に
思
っ
て
い
た

一
般
の

人
々
が
見
直
す
よ
つ
に
な
り
、
次
か

ら
は
放
送
を
見
て
く
れ
る
よ
う
に
な

る
、
と
い
っ
た
相
乗
効
果
を
生
み
だ

し
て
い
る
よ
う
だ
。

関
係
者

一
同
こ
れ
に
甘
ん
ず
る
こ

と
な
く
、
事
前
Ｐ
Ｒ
の
徹
底
、
競
技

の
正
し
い
普
及
発
展
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
誌
も
微
力
な
が

ら
全
力
を
尽
す
覚
悟
で
す
。

今
大
会
も
テ
レ
ビ
放
映
が
あ
り
、

動
き
の
早
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
だ
け
に

カ
メ
ラ
の
担
当
者
も
右

へ
左

へ
汗
だ

く
の
よ
つ
す
。

テ
レ
ビ
放
映
が
あ
る
と
き
は
、
ラ

イ
ト
を
サ
イ
ド
か
ら
多
く
照
ら
す
た

め
、
逆
光
に
な
る
と
見
づ
ら
い
と
い

う
席
も
で
て
く
る
が
、
カ
メ
ラ
持
参

の
人
々
に
は
う
れ
し
い
こ
と
。

ふ
だ
ん
だ
と
、
苦
し
い
明
る
さ
だ

が
、
テ
レ
ビ
の
ラ
イ
ト
が
あ
れ
ば
か

な
リ
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
も
あ
げ
ら
れ

る
し
、
し
ば
り
込
む
こ
と
も
で
き
る
。

ア
マ
・
カ
メ
ラ
マ
ン
の
た
め
に
も

テ
レ
ビ
は
大
歓
迎
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

ら
ザ



ガカレトη 素晴 らしい仲間たち
ギリアン・ギルクスとポール・ウェトナルは、

最近、英連邦の国際試合(ダカ啄 、シンタL/Xの
タイトルのほとんどを獲得。

二人ともラケットは力7ルトンを選びました。

二人がカアルトンのラケットを

選んだとき、すでに勝負は決りました。

あなたもカアルトンのラケットで

プレーをして、感触をお確かめ下さい。

英違

"ダ
ブルス、シンカしスチャンピオン

右 :ギリアン・ギルクス

左 :ボール・ウェトナル

ゴ
｀

_ヽ

3.7Xフレ=ム (世界で唯一のステンレススチ‐り

大切なパワーの起点であるシャフトの

少し上をフラットに仕上げてあります。
この為、ストロークのホイップに抜群の

弾性が生れ、パワーとスピードと絶妙の

タッチを生み出しました。この3.7Xの

感覚を、あなた自身でお確かめ下さい。

¥7′ 900

3.7フ レ=ム (世界で唯一のステンレスステリレ)

37Xに くらべ、少し固めになっています。
これは、ショットの正確さと操作性能が

狙いの設計です。フケットのTピースが

弾性のトータフレ ラヾンスを配分し、すば

やい反応を起 します。    ¥7,900

BF(世界バドミントン連盟 )公認球

ニュートーナメントーーー1個 ¥280

インターナショナル
ー
1個 ¥220

Ihatb the name of fie game.
総輸入元 メトロレジャー(株 )
〒 101東京都千代田区外神田56 4 TEL(03)8333661
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完
勝
に
銭
谷
は
表
情
も
ほ
こ
ろ
ぶ

▲余裕 をもったネットプレー

銭
谷
、
ト
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韓
国
チ
ー
ム
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シ
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全
大
阪
、韓
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
親
善
試
合

男
女
と
も
全
大
阪
に
凱
歌

▼
男
子
の
部

韓　国３
⌒輔２．―‐３３）６全大阪
朴光熙
０
（９６‐―‐５‐５）２
瀬　良

▼女子の部

韓　国２
（靱Ｈ‐‐３２）５全大阪

根到騨
．
（２８‐５‐‐‐‐５‐５‐‐）２
鰍　替

蘇踏剛
０
（７４‐―‐５‐５）２
訥　剛

鋪頼躾
２
（‐５‐５‐‐‐０５）０
広辻瀬

呉研漢
０
（７６‐―‐‐１‐）２
一昌　田

宋香順
２
⌒‐‐‐‐‐‐３５）０
徳　田

玉卜銀
０
（７６‐―‐‐１‐）２
落　〈ロ

南貞美
０
（９８‐―‐‐１‐）２
秋　本

大
阪
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
理
事
長
　

喜
目
士
↑
腰
咽
二

試
合
前
の
ペ
ナ
ン
ト
交
換

全
日
本
総
合
選
手
権
で
堂
々
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
第
二
位
と
な
っ
た
宋
香

順
ら
男
子
八
名

・
女
子
六
名
を
、
１２

月
２０
日
午
後
、
大
阪
市
立
阿
倍
野
体

育
館
に
迎
え
た
。

全
大
阪
は
、
全
日
本
総
合
選
手
権

で
世
界
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
湯
木
と
大

接
戦
を
し
て
惜
し
く
も
第
二
位
と
な

っ
た
徳
田

（四
条
畷
学
園
女
子
短
期

大
学
）
を
中
心
と
し
て
対
戦
し
た
。

呼
び
も
の
の
徳
田

・
宋
戦
は
、
総

合
の
雪
辱
を
宋
に
許
し
、
韓
国
選
手

に
立
派
な
土
産
を
あ
げ
た
こ
と
に
な

っ
た
。
な
お
、
植
野

（四
条
畷
学
園

高
校
）
は
期
末
考
査
の
た
め
出
場
で

き
ず
残
念
で
あ
っ
た
。

全
大
阪
▼
男
子

滝
野
公

一
、
山
下
順
次
郎

（電
電
近

畿
）、
鷲
尾
正

一
、
池
田
文
昭

（以
上
ス
ワ
ロ
ー
化
研
）、
谷
島
助

男
、
古
西
悟
、
瀬
良
信
明

（以
上
近

畿
大
学
）

▼
女
子

秋
本
幸
子
、
落
合
光
子
、
徳
田
敦
子

高
田
幹
子
、
辻
か
は
る
、
広
瀬
純
子

（以
上
四
条
畷
学
園
女
子
短
大
）

掛織削
０
（４‐４‐‐‐５‐７）２
猫

鋒謂罫
０
（９‐‐―‐１５‐５）２
離

一障害貝１（‐３９‐５‐‐‐‐５‐５７）２池

金鳳赤各１（７‐５‐８‐‐‐‐５‐８‐７）２山

李玉銭２（‐５‐３‐５田７‐５‐０）‐谷

李暴
２（‐５‐７‐２‐‐‐‐４‐５‐５）・士］

富婁基馨
0    2

1 5 1515
1  1  1  1
1515 13 9

2    0

池鷲 山滝

良野 島西 田尾 下野

,2



初
参
加
は
ホ
ン
コ
ン
に
惜
敗

第

一〇
回
ト
マ
ス
カ
ッ
プ
戦
が
始

っ
た
。
予
選
第

一
回
戦
で
日
本
チ
ー

ム
は
ホ
ン
コ
ン
を
東
京
に
迎
え
９
１

０
で
一
方
的
に
破
り
、
第
二
回
戦
も

対
手
韓
国
チ
ー
ム
を
同
様
９
１
０
で

破
り
、
ゾ
ー
ン
決
勝
で
は
マ
レ
ー
シ

ア
と
代
表
を
争
う
こ
と
と
な
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
前
回
５
１
４
で

惜
敗
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
昨
年
ア
ジ

ア
大
会
で
負
け
て
い
る
の
で
成
績
こ

そ
不
利
だ
が
、
今
回
は
日
本
に
幾
分

メ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。　
こ
れ

を
突
破
す
る
と
今
年
５
月
に
ジ
ャ
カ

ル
タ
で
イ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
が
あ
っ
て
、

第

一
回
戦
で
オ
ー
ス
ト
ラ
レ
イ
シ
ア

ゾ
ー
ン
代
表
と
当
る
こ
と
に
な
り
、

ま
だ
ま
だ
前
途
多
難
で
は
あ
る
が
、

こ
の
機
会
に
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会

（Ｎ

・
Ｂ

・
Ａ
）
が
歩
ん
で
来
た

二
〇
年
に
近
い
水
い
道
程
の
つ
ち
、

ト
マ
ス
カ
ッ
プ
戦
を
と
り
上
げ
て
み

る
の
も
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
ペ
ン

ネ
ー
ム
の
ご
と
く
サ
ー
ビ
ス
フ
ォ
ル

ト
を
犯
す
こ
と
も
あ
る
が
、
ご
勘
弁

願
い
た
い
と
思
つ
。

Ｉ
Ｂ
Ｆ
加
盟
は

一
九
五
二
年

Ｎ
Ｂ
Ａ
が
国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連

盟

（Ｉ
Ｂ
Ｆ
）
に
加
盟
し
た
の
は

一

九
五
二

（昭
和
三
七
）
年
二
月
で
、

日
本
チ
ー
ム
の
初
参
加
は
第
二
回
大

会

一
九
五
四
年
に
子
選
が
始
ま
り
、

五
五
年
に
イ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
戦
と
チ

ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
チ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
行
な
わ
れ
た
大
会
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
三
二

（
一
九
四
七
）
年
二
月

協
会
創
設
と
ま
だ
日
も
浅
く
、
Ｉ
Ｂ

Ｆ
加
盟
か
ら
二
年
目
で
初
の
遠
征
国

際
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
内
容

的
に
も
財
政
的
に
も
大
変
な
大
行
事

に
立
向
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

一
九
五
四
年
は
二
月
の
全
英
選
手
権

大
会
で
男
子
複
に
優
勝
し
た
オ
ン
・

ポ
ー
リ
ム
と
オ
ウ
イ

・
テ
ィ
ク
ホ
ッ

ク
が
そ
の
直
後
東
京
に
来
て
、
目
を

見
は
ら
せ
る
よ
う
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

満
場
の
愛
好
者
に
披
歴
し
た
年
で
あ

つムυ
。ホ

ン
コ
ン
に
遠
征

さ
て
日
本
は
組
合
せ
上
、
第

一
回

戦
は
不
戦
勝

（Ｂ
Ｙ
Ｅ
）
で
ビ
ル
マ

大
場
半
人

に
不
戦
勝

（Ｗ

・
０
）
し
た
ホ
ン
コ

ン
と
国
外
で
の
初
の
国
別
対
抗
戦
に

臨
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
因
み
に
ユ
ー

バ
ー
杯
大
会
は

一
九
五
六
年
か
ら
始

っ
た
大
会
だ
か
ら
、
日
本
の
卜
杯
初

参
加
時
に
お
け
る
世
界
選
手
権
大
会

は
卜
杯
の
み
で
あ
っ
た
。

日
本
チ
ー
ム
は
角
田
賢
三
理
事
長

を
監
督
、
川
口
清
常
務
理
事
を
コ
ー

チ
、
岡
道
明
選
手
を
主
将
と
し
て
、

佐
藤
芳
明
、
望
月
文
雄
、
杉
田
博
、

武
田

一
徳
、
上
田
益
弘
の
各
選
手
で

あ
っ
た
。

こ
の
一
戦
は

一
一
月

一
一
日
と

一

二
日
に
ホ
ン
コ
ン
の
ヘ
イ
ゼ
ル
氏
を

名
誉
審
判
長
と
し
て
ホ
ン
コ
ン
で
行

な
わ
れ
、
第

一
日
二
単
二
複
を
落
し

第
二
日
に
な
っ
て
シ
ン
グ
ル
で
三
点

を
上
げ
て
迫
っ
た
が
、
ま
た
も
ダ
ブ

ル
ス
を
落
し
て
六
―
三
で
敗
れ
た
。

こ
の
理
由
は
い
く
つ
か
聞
い
て
い

る
。
①
な
れ
な
い
気
温
が
め
っ
ぽ
う

高
く
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が
悪

か
っ
た
。
②
床
が
木
製
で
な
く
、
天

井
に
横
風
が
入
っ
て
フ
ラ
イ
ト
を
妨

げ
た
。
０
第

一
日
は
初
体
験
で
全
員

カ
ン
カ
ン
に
あ
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

結
論
と
し
て
全
て
に
な
れ
た
第
二
日

の
成
績
か
ら
見
て
ホ
ン
コ
ン
に
は
決

し
て
負
け
な
い
実
力
は
あ
る
と
い
つ

こ
と
を
内
部
的
に
認
め
合
っ
た
次
第

で
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
で
後
に
永
く
理
事
長
を

勤
め
た
レ
イ
モ
ン
楊
氏
が
選
手
と
し

て
活
躍
、
単
で
佐
藤
選
手
に

（８

・

９
）
の
２
１
０
で
勝
ち
、
望
月
選
手

に

（８

・
１０
）
の
Ｏ
１
２
で
敗
れ
、

複
で
日
本
の
ニ
ペ
ア
に

（６

ｏ
ｌ２
）、

（４

ｏ
２
）
と
勝
っ
て
ホ
ン
コ
ン
得

点
の
半
分
を
叩
き
出
し
て
い
る
の
は

〈ユ
日
の
感
に
た
え
な
い
。

Ｒ
Ｓ
Ｌ
に
目
を
み
は
る

も
つ
一
つ
の
記
す
べ
き
こ
と
は
シ

ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
の
こ
と
で
、
筆
者
は

湿
国
時
の
空
港
で
角
田
監
督
か
ら
、

こ
の
よ
つ
な
シ
ャ
ト
ル
で
対
戦
を
し

た
と
Ｒ
Ｓ
Ｌ

一
ダ
ー
ス
の
丸
筒
を
見

せ
ら
れ
瞳
日
し
た
経
験
が
あ
る
。
こ

の
時
は
も
ち
ろ
ん
ラ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ザ

ー
で
現
在
の
よ
つ
に
羽
先
を
尖
ら
せ

て
な
い
い
わ
ゆ
る
丸
羽
で
あ
っ
た
。

こ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
達
の
体
験
は
大

き
く
そ
の
後
の
日
本
の
技
術
向
上
と

国
際
感
覚

へ
の
目
覚
め
に
貢
献
し
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し

ど
つ
し
た
こ
と
か
大
切
な
Ｒ
Ｓ
Ｌ
に

対
す
る
研
究
に
関
し
て
は
相
当
長
期

間
の
後
ま
で
等
閑
に
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ト
マ
ス

・
カ
ッ
プ
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第10回世界バドミントン選手権 (ト マス杯)大会組合せ

●ヨーロッパゾーン

フ   ン

スコントラン ド

イン グ ラ ン ド

フ ィン ラ ン ド

西 ド イ ン

スウェー デ ン

(代表 )

●オーストラレイシアゾーン

●ア ジ ア ゾーン

(東地区 )

ホ  ン  コ

日

オーストラリア

イ   ラ   ン

:ュ

ーシーラン
喜
――‐―
            トーニユープーランド

バ

ン

コ

ッ

ク

に

て

　

５

／

２９

～

３０

●アメリカゾーン

(西地区 )

ビ  ル
パ キ ス

カ  ナ
ア メ

メ キ
ベ    ル

(代表 )

(代表 )

(開催国)タ  イ

韓 ４

月

２

　

３

日

マ
レ
ー
シ
ア
に
て

チ

ャ

ン

ピ

オ

ン

．ハ
ン
コ
ッ
ク

に
て
　
６
／
４

１
５

カ
　
ル

ン
　
　
一

ラ　林

同
′
　
ン

ス

　

ン

夕了三二三]―
パキ
住三1二

イ   ン   ド

マ レ ー シ ア

ダ
　
カ
　
コ
　

一

リ̈

　

　

ン

5 パ

/ン
31 コ
,  ツ

6 ク
/に
1て

回   年    参加国

第 1回  1948～ 49   10

第 2回  1951～ 52   12

第 3回  1954～ 55   21

第 4回  1957～ 58   19

第 5回  1960～ 61   19

トマ ス杯 大 会

チャンピオン国

マ  ラ  ヤ
マ  ラ  ヤ
マ  ラ  ヤ

イン ドネ シア

イン ドネ シア

(選手権日)イ ンドネシア

。栄 光 の あ と

回   年   参加回
第 6回  1963～64   26

第 7回  1966～67   23

第 8回  1969-70   25

第 9回  1972-73   23

第 10回  1975-76    26

チャンピオン国

イン ドネ シア

マ レ ー シ ア

イン ドネ シア

イン ドネ シア

,

本:         卜
日 本

バ
ン
コ
ッ
ク
に
て

５
／
２５
，
２６

(代表)]
5ク

`/に2827て

:`



IMPORTED SHU丁丁LE000KS
世 界 の No.1か ら普 及 品 まで輸 入 シ ャ トル をお推 め します

カーバ ン・ トレーディング社では国際 トーナメン トにf吏用されている各国のNo.1シ ャ ト

ル及び幾 多の名選手を生んだ普及 レベルの シャ トルの輸入を企画、販売 しております。

当社では厳選 した販売店を通 じてか、直接、団体やクラブや個人の皆様に販売するシス

テムを取 っております。これは世界の秀れた シャ トルが高価にならぬための当社の考え

方です。あらゆるコンデ ィションの中で、秀れた飛行性、耐久性 を要求 されるシャ トル

を専門家の目から厳選 した製品です。 シャトルに関 しての御相談 をお待 ちしております。

まず、実力No.1の国、中国製シャトルを紹介します

申  込  書
■
'● =   _'         : 1     1‐  :t

製  13 名

呵

送全た (銀 ,テ は各久留米支店
=通
預金口座 )

□ 大和銀′i □ 住友銀行 口 ■ ―勧業銀
`i 
□ 福岡銀

ごrt名 ス1よ ご団f`名

ご疇人担 当者名(団 体の場 合 )

ご 送 f十 え fF 所

T           "t“    (  )

口 郵送現全●

“

 □ 請求●■

カーバン・トレイディング・リミテッド
福 岡 県 久 留 米 市 日 吉 町 147番 地 の 5
¬
「
      T E L 0942 (38)3446、  (33)3454

商品ナンバー 商  品  名 格 (1打 ) 口
¨ 等

CA101 航 牌 ¥ 3,000 水鳥、中国 No.1、 国際試合球

CA201 東 海 牌 (コ ールド) ¥ 2,500 水鳥、 トップレベル用試合球
CA202 東 海 牌 (シルバー) ¥ 2,000 水鳥、国内試合球

御注文は10打 単位、球種の組合せ及び返品自由、代金前払、送料当社負担。

|     |



ノ

第
５
回
国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
＝
日
独
対
抗

ョ
ー

ロ
ッ
パ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
片
り
ん
見
せ
た
西
ド
イ
ツ

日
本
三
戦
全
勝
を
か
ぎ
る

第
１
戦

２

ｏ
ｌ

５
対
０
で

日
本
完
勝

会
津
若
松

劫　曙
２

湯
　
木
２

磁　林２

側野幌２

０
じ
ュナ
ー

メ
イ
バ
ル

〈Ｕ
ｋ
ド
・　

ンヽ
ュ

ナ
ー
ゼ

０
一∠
フ
ン
ツ

ク
ラ

ン
ツ

．

ビ

ン
タ

ー

メ
イ
バ
ル

ー
ト

・
ビ
ン

タ

ー

第
五
回
国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

会

。
日
独
対
抗
戦
は
、
西
ド
イ
ツ
の

第

一
線
プ
レ
ー
ヤ
ー
男
女
各
二
名
を

招
い
て
、
会
津
若
松
、
函
館
、
東
京

で
開
催
さ
れ
た
。

西
ド
イ
ツ
か
ら
来
日
し
た
ロ
ー
ラ

ン
ド

・
メ
イ
バ
ル
ト
、
ミ
カ
エ
ル
・

シ
ュ
ナ
ー
ゼ
、　
エ
ヴ
ァ
・
マ
リ
ア

・

ク
ラ
ン
ツ
、
フ
〓
フ
・
ビ
ン
タ
ー
の

四
名
は
、
各
地
で
非
几
な
プ
レ
ー
を

披
露
し
た
。

成
績
は
会
津
若
松
５
１
０
、
函
館

３
１
２
、
東
京
４
１
１
で
い
ず
れ
も

日
本
が
快
勝
し
た
。

第

一
戦
は
、
２
月
１
日
午
後
１
時

か
らヽ
、
福
島
県
会
津
若
松
市
の
会
津

体
育
館
で
、
男
女
単
複
、
混
合
複
の

五
試
合
が
行
わ
れ
た
が
、
日
本
が
５

１
０
で
完
勝
し
た
。

西
ド
イ
ツ
は
、
長
旅
の
疲
れ
か
ら

か
、
や
や
精
彩
な
く
、
混
合
ダ
ブ
ル

ス
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
、
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
の
接
戦
を
演
し
た
に
と
ど
ま

っ
た
。
し
か
し
、
メ
イ
バ
ル
ト
は
混
合
ダ

ブ
ル
ス
で
日
本
人
に
は
な
い
非
凡
な

プ
レ
ー
を
み
せ
、
実
力
の
一
端
を
の

ぞ
か
せ
た
。

日本５
（碑３２‐１００）０西ドイツ

小　二島２
（‐５‐５‐‐７７）

回田EE

▲会津若松の一戦一一左からクランツ,ビ ンター,湯木,千葉

↓
識”・

::ポ |



く
コ
ー
ト
サ
イ
下
特
別
席
も
フ
ァ
ン
で
い
っ
ぱ

い
の
会
場

患
が
合
う
は
ず
ノ

「私
た
ち
結
婚
し
ま
す
」

「ト
ン
ガ
さ
ん
（栂
野
尾
の
こ
と
）

右
、
お
願
い
／
一
「
エ
ッ
コ
（
竹
中
の

こ
と
）
、前
だ
′
」

―
‐
栂
野
尾
昌

一

↑
じ
と
竹
中
悦
子
↑
し
の
ミ
ッ
ク
ス

ダ
ブ
ル
ス
が
、
こ
の
と
こ
ろ
ピ
ッ
タ

リ
息
が
合
っ
て
い
る
。

四
十
八
年
か
ら
ペ
ア
を
組
み
、
五

回
の
国
際
試
合
を
含
む
九
つ
の
公
式

戦
に
出
場
し
た
経
験
も
、
も
ち
ろ
ん

も
の
を
い
っ
て
い
る
。
だ
が
息
の
合

っ
て
い
る
本
当
の
理
由
は
別
だ
。
こ

の
二
人
、
十
日
に
東
京
で
結
婚
式
を

挙
げ
る
。
竹
中
は
相
沢
（現
在
プ
ロ
）

と
組
ん
で
全
英
選
手
権
の
ダ
ブ
ル
ス

に
三
回
、
シ
ン
グ
ル
ス
に

一
回
優
勝

し
た
こ
と
の
あ
る
世
界
的
な
人
気
選

手
。
栂
野
尾
は
地
味
だ
が
全
日
本
の

ダ
ブ
ル
ス
を
三
度
も
取
っ
た
ダ
ブ
ル

ス
の
第

一
人
者
。
現
役
の
一
流
選
手

同
士
が
結
婚
し
た
の
は
体
操
な
ど
に

例
が
あ
る
が
、　
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
や

る
ミ
ッ
ク
ス
の
一
流
ペ
ア
が

一
緒
に

な
る
例
は
世
界
で
も
ほ
と
ん
ど
な
い

そ
う
だ
。

メ
イ
バ
ル
ト
組
と
の
試
合
は
、
フ

ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
７
１
７
か
ら

一
進

一
退
の
大
接
戦
。
結
婚
式
の
準
備
な

ど
で
練
習
不
足
の
二
人
は
、
再
三
の

ピ
ン
チ
に
追
い
込
ま
れ
な
が
ら
１３
‐

‐３
と
し
、
終
盤
は

″
み
ご
と
な
コ
ン

ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
″
で

一
気
に
逃
げ
込

ん
だ
。
「本
場

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
の
ミ

ッ
ク
ス
に
勝
て
る
と
は
考
え
て
も
い

な
か
っ
た
」
（竹
中
）
そ
つ
だ
が
、
相

手
の
一
人
ビ
ン
タ
ー
嬢
は

「本
物
の

カ
ッ
プ
ル
に
は
か
な
わ
な
い
」
と
片

目
を
つ
ぶ
っ
て
み
せ
た
。

「結
婚
後
，
　
も
ち
ろ
ん

一
緒
に

試
合
し
ま
す
。
出
来
れ
ば
全
英
大
会

に
行
っ
て
い
い
成
績
を
残
し
た
い
」

と
、
国
際
的
な
ペ
ア
を
目
指
す
栂
野

口電

「赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
も
試

合
や
れ
る
か
ど
う
か
は
、
む
し
ろ
ト

ン
ガ
さ
ん
次
第
で
し
ょ
う
。
初
め
て

甘
え
ら
れ
る
人
が
出
来
ま
し
た
。
生

活
の
面
だ
け
で
な
く
、
プ
レ
ー
の
面

で
も
…
…
」
と
竹
中
。
お
幸
せ
に
―
。

（小
林
）
（読
売
新
聞
２

・
２
か
ら
）

会津若松大会の写真はすべて

福島県協会提供

▼手拍子に合わせて入場の西 ドイツ
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試
合
の
あ
と
は

″
歌
合

戦
〃

▲左からシュナーゼ, ビンター,ク ランツ
,

メイバル ト

第
２
戦
　
２

・
８
　
　
　
函
館
市
体
育
館

３
１
２
で
日
本
連
勝

植
野
、
ク
ラ
ン
ツ
に
惜
敗

レ
左
か
ら
小
島
、
栂
野
尾
、
土
日
、
千
葉
、

飯
野
、
竹
中

日
本
３

植
　
野
０

遠
　
藤
２

雄
　
別
２

メ
イ
パ
ル

０
卜

・
シ
ュ

ナ
ー
ゼ

０
だ
″
″
州

側野幌０
（‐‐‐６‐‐‐５‐８）２″‐・ィビノヾ″

日
本
期
待
の
植
野
。
昨
年
暮
れ
の

全
日
本
総
合
選
手
権
ダ
ブ
ル
ス
で
み

ご
と
に
優
勝
、
次
回
ユ
杯
へ
の
ホ
ー

プ
で
あ
る
が
、
相
手
は
西
．ド
イ
ツ
シ

ン
グ
ル
ス
・
ラ
ン
キ
ン
グ
ナ
ン
バ
ー

フ
ン
の
ク
ラ
ン
ツ
。
好
試
合
が
期
待

さ
れ
た
が
、
植
野
は
練
習
不
足
の
た

め
、
動
き
が
非
常
に
悪
く
、
ク
ラ
ン

ツ
の
多
彩
な
攻
め
に
つ
い
て
い
け
な

か
っ
た
。
と
く
に
、
ネ
ッ
ト
前
に
落

ち
る
ド
ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
の
リ
タ
ー

ン
が
悪
く
、
第
２
ゲ
ー
ム
は
よ
く
が

ん
ば
っ
た
が
、
結
局
ス
ト
レ
ー
ト
で

敗
れ
た
。

栂
野
尾

。
竹
中
組
の
ミ
ッ
ク
ス
も

惜
し
か
っ
た
。
第
１
ゲ
ー
ム
、
あ
と

一
歩
ま
で
追
つ
め
た
が
、
ど
つ
し
て

も
ポ
イ
ン
ト
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
次
第
に
ば
ん
回
さ
れ
、
苦
し
く

な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ク
ラ
ブ
組

織
で
ミ
ッ
ク
ス
に
慣
れ
て
い
る
の
か
、

西
ド
イ
ツ
ペ
ア
は
、
ま
っ
た
く
焦
る

こ
と
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
を
着
実
に
あ

げ
、
セ
ン
ア
ィ
ン
グ
の
末
、
逆
転
勝

ち
に
成
功
し
た
。

メ
イ
バ
ル
ト
が
後
陣
か
ら
放
つ
ス

ト
ロ
ー
ク
は
変
化
に
富
み
、
竹
中
は

一Ш
衛
で
ふ
り
回
さ
れ
、
ま
た
栂
野
尾

も
攻
撃
が
単
調
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
ビ
ン
タ
ー
の
前
衛
も
ミ
ス
を

恐
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
ミ
ス
し
て
も
さ

ら
に
積
極
的
に
手
を
出
し
、
キ
ャ
リ

ア
の
差
を
み
せ
つ
け
た
。

植竹

野中
2
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最
終
戦
も
日
本
が
快
勝

銭
谷

・
シ

ュ
ナ
ー
ゼ
全
力
を
尽
く
す
大
熱
戦

最
終
戦

東
京

国
立
競
技
場

代
々
木
第
２
体
育
館

１
西
ド
イ
ツ

０
じ
ュナ
ー

０
ク
ラ
ン
ツ

メ
イ
バ
ル

０^
ヽ
卜
・

ンヽ
ュ

ナ
ー
ゼ

０
だ
一″″
刻

メ
イ
バ
ル

２

卜

・
ビ

ン

タ

ー

界再轟轟轟≒
り じ じ 」 じ U

銭
谷
と
シ
ュ
ナ
ー
ゼ
、
死
力
を
つ
く
し
て
闘
っ
た

シ
ン
グ
ル
ス
で
が
ん
ば
っ
た
ク
ラ
ン
ツ

19



ク
ラ
ン
ツ
不
運
な
惜
敗

メ
イ
バ
ル
ト
混
合
複

の
キ
ャ
リ
ア
み
せ
る

第

一
試
合
の
混
合
ダ
ブ
ル
ス
は
、

全
日
本
ラ
ン
キ
ン
グ

一
位
の
今
井

・

池
田
組
の
起
用
で
あ
っ
た
が
、
や
や

固
さ
の
と
れ
ぬ
ま
ま
、
メ
イ
バ
ル
ト

・
ビ
ン
タ
ー
に
押
し
ま
く
ら
れ
、
ま

た
た
く
ま
に
第
１
ゲ
ー
ム
を
先
取
さ

れ
た
。
西
ド
イ
ツ
ペ
ア
は
ビ
ン
タ
ー
を
前

に
お
き
、
メ
イ
バ
ル
ト
が
長
い
リ
ー

チ
を
生
か
し
て
後
を
守
る
、
典
型
的

な
ト
ッ
プ

・
ア
ン
ド

・
バ
ッ
ク
の
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
コ
ー
ト
を
動
く

の
に
対
し
、
日
本
ペ
ア
は
、
今
井
が

サ
ー
ビ
ス
を
レ
シ
ー
プ
す
る
と
、
そ

の
ま
ま
ネ
ッ
ト
に
つ
く
な
ど
し
て
、

コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
い
ま
ひ
と
つ
。

混
合
複
と
し
て
の

″型
″
を
も
た
な

い
日
本
ペ
ア
は
、　
い
っ
た
ん
く
ず
れ

る
と
立
ち
直
れ
ず
、
第
２
ゲ
ー
ム
も

一
方
的
に
押
さ
れ
て
敗
れ
た
。

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
湯
木
の
エ

ン
ジ
ン
の
か
か
る
ま
え
に
ク
ラ
ン
ツ

が
よ
く
が
ん
ば
り
、
第
１
ゲ
ー
ム
は

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
も
つ
れ
た
。
し
か

し
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
Ｈ
オ
ー
ル
で
湯

木
の
サ
ー
ビ
ス
の
際
、
ラ
リ
ー
中
に

主
審
に
や
や
不
手
際
が
あ
り
、
ク
ラ

ン
ツ
は
プ
レ
ー
を
中
断
、
湯
木
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
ク
ラ
ン
ツ
と
し

て
は
、　
コ
ー
ル
と
勘
違
い
し
た
わ
け

だ
が
、
こ
こ
は
プ
レ
ー
を
続
け
る
べ

き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
親
善

試
合
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
レ
ツ
ト

と
し
て
も
、
あ
る
い
は
よ
か
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
不

運
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
ク
ラ
ン
ツ

は
第
１
ゲ
ー
ム
を
落
し
た
。

第
２
ゲ
ー
ム
に
は
い
る
際
、
ク
ラ

ン
ツ
は
、
や
や
割
り
切
れ
な
い
表
情

を
み
せ
て
い
た
が
、
そ
の
気
持
が
そ

の
ま
ま
現
わ
れ
た
の
か
、
第
２
ゲ
ー

ム
の
内
一食

１
１
Ｈ
と

一
方
的
に
敗

れ
、
第
１
ゲ
ー
ム
に
続
く
接
戦
を
期

待
し
た
観
客
を
失
望
さ
せ
た
。

ダ
ブ
ル
ス
は
男
女
と
も
日
本
ペ
ア

の
圧
勝
。
メ
イ
バ
ル
ト
と
シ
ュ
ナ
ー

ゼ
は
と
も
に
、
時
折
り
目
の
さ
め
る

よ
つ
な
ス
ト
ロ
ー
ク
を
み
せ
る
も
の

の
、
急
造
の
せ
い
か
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
ま
っ
た
く
か
み
合
わ
ず
、
ゲ

ー
ム
を
も
の
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
女
子
ダ
ブ
ル
ス
は
、
シ
ン

グ
ル
ス
に
出
場
し
た
ビ
ン
タ
ー
が
足

を
い
た
め
、
そ
の
た
め
シ
ャ
ト
ル
に

つ
い
て
ゆ
け
ず
、
西
尾

・
秋
本
の
ペ

ー
ス
に
終
始
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
四

試
合
は
い
ず
れ
も

一
方
的
な
内
容
で

あ
り
、
個
々
の
プ
レ
ー
に
は
見
る
べ

き
も
の
が
あ
っ
た
も
の
の
、
内
容
的

に
は
、
観
客
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
最
終
試
合
の
、
銭
谷
×

シ
ュ
ナ
ー
ゼ
の
一
戦
は
、
ス
コ
ア
こ

そ
銭
谷
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
あ
っ

た
が
、
な
か
な
か
迫
力
の
あ
る
も
の

だ
っ
た
。
銭
谷
は
強
力
な
ス
マ
ッ
シ

ュ
を
武
器
に
高
い
位
置
か
ら
攻
め
る

が
、
シ
ュ
ナ
ー
ゼ
は
緩
急
お
り
ま
ぜ

て
多
く
の
フ
ラ
イ
ト
を
駆
使
し
て
対

抗
し
た
。
と
く
に
、
バ
ッ
ク
サ
イ
ド

シ

ュ
ー

ナ

ー

ゼ

（
右

）
と

メ

ィ

パ

ル

ト

（
左

） 奥
か
ら
ク
ロ
ス
に
落
す
逆
カ
ッ
ト
は

切
れ
味
が
鋭
く
、
銭
谷
も
た
び
た
び

悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

最
終
的
に
は
、
銭
谷
の
ス
ピ
ー
ド

あ
る
攻
撃
が
、
シ
ュ
ナ
ー
ゼ
の
ス
タ

ミ
ナ
を
消
粍
さ
せ
押
し
切
っ
た
。

や
や
物
足
り
ぬ
東
京
大
会
を
盛
り

上
げ
た
最
終
試
合
で
あ
っ
た
。

今
井

・
池
田
×
メ
イ
バ
ル
ト

・
ビ
ン
タ
ー
、
メ
イ
パ
ル
ト
の
サ
‥
ビ
ス
の

位
置
に
ご
注
意



◆
西
ド
イ
ツ
チ
ー
ム
◆

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
メ
イ
バ
ル
ト

〓
『
・
”
ｏ
】”
●
ヽ
マ
【●
ヽ
■
●
】“

２７
歳
、
１
８
３
一
、́
７７
キ
ロ

一
九
七
四
年
、
全
西
ド
イ
ツ
ラ
ン
キ

ン
グ
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
、
ダ
ブ
ル
ス

一
位
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
一
位

一
九
七
五
年
、
全
西
ド
イ
ツ
ラ
ン
キ

ン
グ
シ
ン
グ
ル
ス
ニ
位
、
グ
ブ
ル
ス

一
位
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
一
位
　
　
．

ミ
カ
エ
ル

・
シ
ュ
ナ
ー
ゼ

〓
『
・
＞
”
ｏ
〓
お
〓
●
２

∽
ｏ
ア
●
，
ｏ
ｏ

２６
歳
、
１
７
５
一
、́
６３
キ
ロ

一
九
七
四
年
、
全
西
ド
イ
ツ
ラ
ン
キ

ン
グ
シ
ン
グ
ル
ス
〓
位

一
九
七
五
年
、
全
西
ド
イ
ツ
ラ
ン
キ

ン
グ
シ
ン
グ
ル
ス
一
位
、
グ
ブ
ル
ス

四
位

エ
ヴ
ア
・
マ
リ
ア

・
ク
ラ
ン
ツ

マ
【̈
∽
∽
　
同
一く
，　
マ
【”
”
】”　
穴
【【
，ヨ
Ｎ

２２
歳
、
１
６
５
す
、
５９
キ
ロ

一
九
七
四
年
、
全
西
ド
イ
ツ
ラ
ン
キ

ン
グ
シ
ン
グ
ル
ス
ニ
位

一
九
七
五
年
、
全
西
ド
イ
ツ
ラ
ン
キ

ン
グ
シ
ン
グ
ル
ス
一
位
、
ダ
ブ
ル
ス

三
位
フ
ェ
ラ

・
ビ
ン
タ
ー
夫
人

〓
「
９
く
ｏ
『
”
〓
】ユ
ｏ
”

２４
歳
、
１
７
０
●
、
６７
キ
ロ

一
九
七
四
年
、
全
西
ド
イ
ツ
ラ
ン
キ

ン
グ
シ
ン
グ
ル
ス
四
位
、
ダ
ブ
ル
ス

一
位
一
九
七
五
年
全
西
ド
イ
ツ
ラ
ン
キ
ン

グ
シ
ン
グ
ル
ス
四
位
、
グ
ブ
ル
ス
一

位

◆
日
本
チ
ー
ム
◆

小
島

一
平

■
フ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元

町栂
野
尾
昌

一
・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー

ソ遠
藤
好
男

・
日
本
電
信
電
話
公
社

今
井
茂
満
・
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
エ
業

銭
谷
欽
治

・
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
エ
業

飯
野
佳
孝

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ

土
田
証
雄

。
日
本
大
学

湯
木
博
恵

。
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
エ
業

竹
中
悦
子
・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ

池
田
美
加
・
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
エ
業

西
尾
真
理
子
。
日
本
体
育
大
学

秋
本
八
代
美
。
日
本
体
育
大
学

千
葉
陽
子
。
日
本
女
子
体
育
大
学

植
野
恵
美
子
・
四
条
畷
学
園
高
校

コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
乱
れ
た
西
ド
イ
ツ
ペ
ア

ダ
ブ
ル
ス
に
よ
く
が
ん
ば
っ
た
秋
本

ビンター,クランツは苦戦に表情もさえない

潮

写

ぽ
願

騒



悧堪
辱
馨
ゴ
ー
ル
イ
ン
）
●
●
脅
習
●

2-― .い

あいさつをするご媒的人・米山稔ヨネックススポーッ社長

▲ “早 く立派な赤ちゃんを"と 本田会長

く新郎の高校時代の思師・不破裕先生
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▲新郎を中心に校歌をうたう法政大OB

く湯木選手も祝福にかけつけた

卜小島,秋山両氏もニコニコ顔

か
ね
て
婚
約
中
だ
っ
た
栂
野
尾
昌

一
選
手

（富
山
県
出
身

・
法
政
大
出

二
八
歳
）
と
竹
中
悦
子
選
手

（石
川

県
出
身

。
新
潟
青
陵
短
大
出

・
二
六

歳
）
は
、
二
人
の
勤
務
先
で
あ
る
ョ

ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社
社
長

米
山
稔
氏
ご
夫
妻
の
ご
媒
的
に
よ
り

二
月
十
日
結
婚
し
た
。

同
日
午
後
六
時
か
ら
、
東
京
九
段

の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
開
か

れ
た
披
露
宴
に
は
、
友
人
、
知
人
を

は
じ
め
海
外
か
ら
も
二
〇
〇
余
名
の

人
々
が
列
席
し
、
非
常
に
に
ぎ
や
か

な
盛
会
と
な
っ
た
．́

ト
マ
ス
杯
、　
ユ
ー
バ
ー
杯
の
代
表

選
手
だ
け
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
関
係

者
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
会
場
で
何

年
ぶ
り
に
旧
交
を
暖
め
た
と
い
う
人

も
多
く
、
あ
ち
こ
ち
で
新
郎
新
婦
を

か
こ
ん
で
歓
談
の
輪
が
広
が
っ
た
。

最
初
に
祝
辞
を
述
べ
た
本
田
弘
敏

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
会
長
は
、

「早
く
立
派
な
赤
ち
ゃ
ん
を
、
そ
し

て
日
本
を
代
表
す
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
育
て
て
ほ
し
い
」
と

″切
実
な
願
い
″
を
新
郎
新
婦
に
託

し
た
。
つ
づ
い
て
小
宮
淳
宏
日
本
協

会
理
事
長
の
乾
杯
、
遠
井
稔
男
ト
マ

ス
杯
監
督
、
小
飼
栄

一
ユ
ー
バ
ー
杯

監
督
の
あ
い
さ
つ
と
な
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
来
日
中
の
西
ド
イ
ツ
チ

ー
ム
の
歌
も
と
び
だ
し
、　
マ
ス
コ
ミ

関
係
者
も
多
数
つ
め
か
け
る
な
か
で
、

新
郎
新
婦
の
ご
家
族
は
感
無
量
と
い

っ
た
表
情
だ
っ
た
。

今
後
の
な
お
い
っ
そ
つ
の
二
人
の

活
躍
を
祈
り
な
が
ら
午
後
九
時
す
ぎ

つ
つ
が
な
く
お
開
き
と
な
っ
た
。
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つ
ぎ
つ
ぎ
と
祝
福
‥
・

歌
も
と
び
だ
し
た
‥
・

▲池田選手は新郎の

高校時代からの先輩

く
西
ド
イ
ツ
チ
ー
ム
も
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▲まけずに日体大女子チームの歌

24
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お色直しはモーニングにウエデイングドレス

▼新婦のパー トナーだつた相沢選手 もうれ しさいつぱい

▲この日の新郎新婦の心境は

この表情がすべてを語つています

25
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読
者
投
稿
◆
悩
み
の
タ
ネ
は
コ
ー
ト
の
な
い
こ
と
…
…
そ
こ
で
…
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医
院
の

二
階
に
バ
ド
ヽヽ
シ
ト
ン
ニ
ー
ト
を
つ
く
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
行
う
に
あ
た
り
、　
一
番
困
る
こ

と
は
コ
ー
ト
の
確
保
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
わ
れ
わ

れ
の
よ
う
に
夜
遅
く
ま
で
仕
事
が
あ
る
も
の
に
と
っ

て
、
公
立
の
体
育
館
の
時
間
に
は
な
か
な
か
間
に
合

わ
ず
、
午
後
八
時
近
く
に
か
け
つ
け
て
、
受
付
で
断

わ
ら
れ
た
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

や
む
な
く
自
宅
で
ラ
ケ
ッ
ト
を
素
振
り
し
た
り
し

て
気
を
ま
ぎ
ら
わ
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

四
十
七
年
、
思

い
切
っ
て
、
私
の
医
院
の
三
階
の
天

井
を
高
く
し
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
を
作
り
ま

し
た
。
今
で
は
二
十
名
ば
か
り
の
ク
ラ
ブ
（
瓢
友
ク
ラ
ブ
）

も
出
来
て
、
夜
遅
く
ま
で

（十

一
時
頃
）
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
専
用
で
す

の
で
、
ラ
イ
ン
を
引
い
た
り
、
ネ

ッ
ト
を
張

っ
た
り

す
る
必
要
は
全
く
な
く
、
非
常
に
便
利
で
す
。

ク
ラ
ブ
員
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
の
人
た
ち
が
利
用
さ

れ
、
七
十
八
歳
の
松
田
竜

一
先
生
（金
大
名
誉
教
授
）

を
は
じ
め
と
す
る
ド
ク
タ
ー
チ
ー
ム
の
他
、
子
供
連

れ
の
家
族
の
方
も
時
々
来
ら
れ
、
ミ
ッ
ク
ス
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
楽
し
ん
で
い
か
れ
ま
す
。
今
ま
で
に
も
、

銭
谷
欽
治
選
手
の
他
、
北
方
、
長
谷
川
、
奥
村
の
全

日
本
級
の
各
氏
も
顔
を
出
し
、
大

い
に
啓
蒙
さ
れ
て

い
ま
す
。

石
川
県
は
、
国
体
で
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
総
合
優
勝

な
ど
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
さ
か
ん
な
県
で
す
が
、
や
は

り
皆

一
様
に
練
習
場
に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。
市
民

大
会
を
や
れ
ば

一
日
三
百
試
合
も
消
化
せ
ね
ば
な
ら

な
い
し
、　
マ
マ
さ
ん
バ
ド
教
室
を
や
れ
ば
す
ぐ
満
員

に
な
る
な
ど
、
宙
一伝
す
れ
ば
ど
ん
ど
ん
バ
ド
人
口
は

ふ
え
そ
う
で
す
が
、
受
入
体
勢
の
方
が
な
か
な
か
大

変
で
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
は
テ

ニ
ス
、
バ
レ
ー

コ
ー

ト
に
比
較
し
て
か
な
り
せ
よ
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ホ

ー
ル
で
も
広
さ
は
充
分
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
ほ
と

ん
ど
の
も
の
が
大
井
が
低

い
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
会
社
や
役
所
の
ホ
ー
ル
建
設
に
あ
た
り
、

ト

ッ
プ
の
方
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ヘ
の
関
心
が
な

い

こ
と
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
今
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
好
き
の
青
年
た
ち
の
将
来
に
ゆ
だ
ね
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
面
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
も

出
来
る
だ
け
、
こ
れ
ら
中
高
年
層
に
も
バ
ド
ミ
ン
ト

断
螺麓標嚇Ⅷ韓町喉科
石
丸
幹
夫

ン
を
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
か
と
思

っ

て
い
ま
す
。

幸

い
金
沢
市
で
は
大
友
会
長
を
は
じ
め
、
渋
谷
、

石
川
副
会
長
な
ど
も
、
毎
週
ラ
ケ
ッ
ト
を
ふ
ら
れ
、

意
気
さ
か
ん
な
と
こ
ろ
を
み
せ
て
い
る
こ
と
は
頼
も

し
い
限
り
で
す
。

銭谷飲治選手をかこんで

雉
赳
腹一．′．

　

　

．

ＦＭ．．熙磯蝙
夢



署言「業
爾 爾
| | | |
じ り
0    0

工竹 栗須

藤林 原藤

高徳

田田

0

1011
1  1

1515

2

01詈

昨
年
■
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
奈

良
県
奈
良
市
中
央
体
育
館
で
行
わ
れ

た
第
２６
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
の
結
果
決
定
し
た
ラ

ン
キ
ン
グ
は
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
準
決
勝
以

降
の
成
績
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
大
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
第
２４
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
東
西
対
抗
競
技
大
会
は
男
子
８
１

６
で
東
軍
、
女
子
３
１
２
で
西
軍
、

総
合
１０
１
９
で
東
軍
の
勝
利
と
な
り

ま
し
た
。

◆
男
子
団
体
▼
準
決
勝

燎　数３
⌒輔・２‐―・０）・畑　弊

中辻井
２
（‐８‐５２‐‐１‐３９‐５）・
計　嗣

米原山
２
⌒‐５‐５［８４）０
醸　林

中　井
０
⌒・６２‐―‐８‐５）２
土　田

辻　２
⌒‐８‐５‐‐‐３‐０）０
山　本

紳
守

脅

墨

ｏ態
弊

松千

田葉

2

15 15
1   1

124

0

沢矢

内 口 尾  井
・
山 ~井 学政   藤

:  繁 [ :8繁
n3Hl■ 8~f薔 角813
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
聾 ご6じ こ」

`15z1      2     0     1

秋   西  井  古佐

上  谷伯

料金の改定を 1カ月延期いたします      ′

"                                                           "
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第
２６
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
●
詳
報

山　本
２
（‐８‐５‐‐‐６‐２）０
須

▼
決
勝
紳　執３
（輔２．―‐０．）．燎

割谷膵
２
（‐７‐５‐‐‐６４）０
中辻

」の棺・（‐５‐０‐５‐‐‐‐７‐５‐２）２米原

山　本
２
（‐５‐５‐‐５‐‐）０
中

長谷川
２
（‐５‐５‐‐６２）０
仲

◆
女
子
団
体
▼
準
決
勝

撃
３輌・２‐ＩＹ
警

闘　躍２（‐５‐６‐５‐‐‐６‐７６一・梢　牌

千　葉
２
（‐‐‐２‐‐７‐‐）０
矢　口

馨
３動２．―‐Ｈ）２緊

撃

３輸
２．―‐サ
馨

肝　唯
０
⌒５７‐―‐５‐５）２
訥　酬

駈　腑
２
（‐５‐５‐‐‐２９）０
鰍　替

千　葉１（６２‐‐‐―‐‐‐‐‐６）２徳　田

近　藤２（‐‐‐‐‐‐６９）０高　田

松　田２（‐‐１１６‐‐１６３‐‐一１秋　本

◆男子ダブルス▼準決勝

謬̈れ一２（‐５５‐５‐‐‐‐３‐５‐３一・研瓢『

叫
鳥
‐‐‐Ψ
淵

▼
決
勝
中辻井
２
⌒‐５‐５‐‐５３）０
何　馴

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
準
決
勝

大
（
秋西
判
は

２

（‐５‐５
‐ ‐
‐０４
）
０

体
（
渡近
畑
瑯

畷（高徳刊紳２（‐５‐５‐‐６６）０大（井「に

納
「
田田 勝

２

一
‐５４‐５
‐‐‐
‐２‐５‐‐
一
１

栖
　
梶

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▼
準
決
勝

一け嬬́
２（‐８‐５６‐‐―‐６‐３‐５一・割工鉢

断

ふ
‐‐Ｙ

露

▼
決
勝
土　田
２
（‐５‐７‐‐‐０‐４）０
長谷川

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▼
準
決
勝

畷（高刊細２（‐‐１１５‐‐１８．‐‐）．大（西「解

囃
刊
細

２

（‐‐１２６
‐‐１
３９‐‐
一
１

体
（
千
畑
摯

に一一沢畷
２
（回‐‐２８）０高　田



昭和 51年度 日本バ ドミントン協会検定審査用具一覧表
∞
Q

シャトル・ 水鳥の部
エリー トデラックス
エリー トトップ
エリー トエース
κ200 ゴール ド
櫂 05 シノレノ`一
ファース トゴール ド
ファース トンルバー
ファース トグリーン
トーナメントホフイト
トーオメン トブルー
トーナメン トプラック
水鳥ビク トリー
スペシャル
エ ー ス

ナンパタスター
ナンパタキング
ナンパタクィーン
トーナメント・ デラックス
トーナメン ト
オフィンャル

シャトル・ 陸鳥の部
ファース ト
ナンパタ
トL/―ニング検定球

ネットの部
ナイロンA(ナ イロンラッセル
ナイロンB(ナ イロン12本 )

打
打
打
打
打
打
打
打
打
打
打
ケ

打
打
打
打
打
打
打
打

打
打
打

5本 )

6,900
5,400
6,100
6,200
2,900
6,100
2,800
2,400
6,500
5,200
2,900
300
5,600
5,200
3,900
3,4o0
5,10o
5,9o0
5,400
6,100

1,800
1,900
1,90o

4,800
4,30o
4,500
4,600
5,900
4,400
5,800
4,400
5,800
4,80o
4,400
6,800

リース )
リース )
DE'FI)
リース )

2,700
2,400
2,5oo
l,900
1500
5,500
5,600
5,000
5,000
4,800
4,500
4,600
4,000
5,800
6,200
2,600
2,400
2,30o
2,000
1,600

4,900
6,70o
6,600
5,500
6,600
2,70o
2,600
2,500
2,400
2,600
2,600
2,200
2,200
2,200
2,100
2,10o
2,000
2,750
2,600
2,7oo
2,600
2,500

河崎 ラク ッ トェ業佛

佛  ゴ ー セ ン

有限会社 ジャワ商会

佛 トヨ グ ス ポ ー ッ

羽 立 工 業 佛
腑ベーターシステム

佛 諸 江 製 作 所

ヨネックス・スポーツ佛

有限会社 ジャワ商会
佛 諸 江 製 作 所
ヨネックス・スポーッ佛

鐘 屋

佛 じン ィ

業 佛

イ オ

テ イエ ヌネ ッ ト彿

佛 小 川 長 春 館

ングア ロー
κ2000キ ングクリッパー
Z900ス ナップ
κ1000 ンルバープラックス
κ8 ダンディ
κ7 ティピヵル
B8100ノ ラッキー
R9100ス リムステンレス
B8000 アノンミナハイノくワー
B7ooo ァル ミナエース
B9000ハ イステンレス
B6000フ ァイプエースデラックス
B6500 トップエース
B5000フ ァイプエース
B4000ヵ レッンエイ トデラックス
B6000 カレッシエイ ト
B2000 キングダイヤ
B 900 スリーエース
B1000ク ィンハー ト
B 800ス リーエイト
B 7ooラ ッキーセノン

ウエアの部
ワンピース
ショー トパンツ
ショー トパンツ
半袖シャツ
スコー ト
ショー トパンツ

(リ ース )
(ToT.T)
(DEIFI)
(DE'FI )
(DEIF I)
(DEIFI)

日本 バ ドミン トン協 会

用 具 委 員 会  (単 位 円 )

ヨネックス・スポーッ佛

河崎 ラケ ッ トェ業 卸

佛 ゴ ー セ ン

GTO #7o-2112
GTO #7o-6115
GTO #7o-5015
ナイロンラッセル 12本
ナイロン12本
KT-518
倉敷ビニロン 20/12本
κ481 STRパ ドミントンネット
∠50 VA
κ52 Aパ ドミントンネット

交子 さ9雫 ン支柱T座式
バ ドミン トン支柱ホール式

産

″
テ
″

店
佛
所

商網
酢

喜
　
ト

西
製
ネッ
″
″

寺
本
４

佛
松
ミ

フレアースコー ト
半袖V衿シャツ
半袖シャツ
長袖シャツ

18,000
11,000

半神イタリアンネックシャツ (リ ース )
半袖ンャツ (DE:FI)
κ508半 袖ンャツ (リ ース )
た501半 袖ンャツ (リ ース )

21≡多ぢi`i; ||三二|
406ン ョー トパンツ 0"0～ loo)

″         (W68-85)
407シ ョー トパンツ 0′9cH400)

N427巻 負カー ト (夕第9137



DG20パ ドミントン支柱 (移動型
D010バ ドミン トン支柱
バ ドミントンポス ト
パ ドミントンポス ト(T字型 )
T座式スチールポール

アちデ言フイ9プ_プ
赤Mラ インテープ
ンム L/ス ラインテープ 40%
コートテープ

審 査 合 格

拿牙者多ふ劣9ヂキリープ
インターナンョナルハネエース
ニュー トーナメント
ィンターナショナル
ナッシュ
メィビススタンダー ド
メイビス

ラヶ ットの部・
エ リー ト
ォールマン

プルー リース
スタ ミナデラックス

スタ ミナ

ウイニングコース
ファインス トローク
ェバーウィン
ハー ドショット
NOB60 スワニー
NOB55エ クセ L/ン ト
NOB45ハ イ・ トーマス
NOB40 フイア L/ス
NOB55 コスモス

ニュープラック
ニュー ミニ

クィンナー

ンルバー

26000
16,500
10,000
10,000
22,000

2,000
1,800
2,000
2,300

2,800
200
5,300
2,600
200
2,7oo
2,400

彿 都 村 製 作 所

ヨネックス・スポーツ佛

河崎 ラク ッ トエ業佛
昭 和 ゴ ム 佛
タ チ カ ラ 佛
ヨネックス・スポーツ彿

佛 諸 江 製 作 所
ヨネックス・スポーツ佛

402シ ョー トバンソ (W'CH4 00)
″        (W60‐ 85)

426プ リーンスカー ト
576半 袖ンャツ (女子用 )
672半 袖シャツ (男子用 )
セーター
212ワ ンピース
214ワ ンピース
ペス ト
男子エ リカラーシャツ

男子エリカラーシャツ
ショー トパンツ
女子エ リカラーシャツ
ショー トパンツ

女子ンョー トバ ンツ
巻きスコー ト
女子ンョー トバンッ
ショー トバンツ
女子ライン入リンャツ
男子ライン入リシヤツ
ショー トバンツ
好 ンャツ

男子ンャツ
プリーンスカー ト
フ L/ア スカー ト

シューズの部
カワサキォリンナルシューズ
パ ドミントンンューズ  (レ ツド)

″    (グ リーン )

ス トリングスの部
コンカー
ロンンープ
アカツキナイロン

ウィンテックス

ヨネックス・スポーツ佛

河崎 ラケ ッ トエ業∽
ヨネックス・スポーツ佛

河崎ラケ ットエ業佛

彿 ゴ ー セ ン

東 亜 合 繊 佛

ヨネックス・スポーツ佛

袖
袖
長
半

2,250
2,100
2,200
2,200
2,200
5,600
5,500
5,500
4,500
6,500
5,300
5,600
5,200
5,000
2,800
2,8oo
2,600
2,500
2,500
2,600
2,600
2,200
2,200
2,200
2,000

2,600
2,600
2,600

400
500
200
7o0
500
500
400
400
550
500
400
550
500
500
200
400
650

打
ケ
打
打
個
打
打

佛
佛
佛
蝶
業
一

ケツ
エ
”

ラ
立

ロ

崎
　
ト

河
羽
メ

ンルバーホークNS-5000(選 手用 )
ンルバーホークBX-4000( ″ )
カアル トン 6.7X
カアル トン 57
キャリー  7S
キャリー  7G
s-74  オールアタック
S-75 ラッシュ
S-75
500 キングメイト
ゴール ドキング

(選 手 用 )

( 
″
 )

( 
″
 )

( 
″
 )

( 
″
 )

( 
″
 )

(初 級 用 )

( 
″
 )

(  
″    )

(選 手 用 )

( 
″
 )

( 
″
 )

( 
″
 )

( 
″
 )

(  
″
   )

(  
″
   )

(  
″
   )

(   ″

5,000
4,500
4,000
5,500
5,000
5,000
2,500
2,100
1,800
4,500
4,200
4,000
5,500
5,500
2,800
2,500
1,800
1,500
4,000
5,800
Z900
Z900
4,900
0900
5,500
5,000
4,500
4,500

イオーンープ

河崎 ラケ ットエ業佛

彿 ゴ ー セ ン

佛 トヨダ ス ポ ー ツ

西 山 製 作

トロ レン ャー

佛 諸 江 製 作

(青スパイラル )
(ア ンバー )

所
　
腑

佛
　
メ

イヽンープデラックス (青スパイラル )
″     (赤 スパイラル )

ハインープ
LEOINA SHEEP 66
HORN SHEEP DX
HORN SHDEP
SANY― SHEEP SSW
SP SHEEP
TOA GUT
ヨネックスンープ  DX
ヨネックスンープ

Ｏ
Ｎ/a6000 00



田
丸
と
石
田
が
優
勝

複
も
そ
れ
ぞ
れ
制
す

昭
和
５０
年
度
岡
山
県

一
般
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
新
入
大
会
は
、
昭
和
５‐
年
２

月
１
日
、
８
日
の
両
日
岡
山
県
営
体

育
館
、
岡
山
大
学
体
育
館
で
開
か
れ

た
。
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
ー
０
９
名
、

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
７
３
名
、
男
子
ダ

ブ
ル
ス
６
４
組
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
３

７
組
が
参
加
、
各
コ
ー
ト
に
熱
戦
が

く
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
結
果
は
次
の

と
お
り
。

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▼
準
決
勝

医（梶綱畑
２
（‐‐‐‐‐‐４５）０
割下碑

型
級
２
（‐‐‐‐‐‐じ
０
ジ
勁

▼決勝
田　丸
２
⌒‐‐‐．‐‐‐０．）０
梶　田

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▼
準
決
勝

諸
否
詢

２

（９９７
‐‐１
５２９
一
・

医
（
風
綱
婢

］儡
ム
９９‐１２７Ｙ
（財
） ▼

決
勝
石　田
２
（９９‐１８３）０
虫　明

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
準
決
勝

叫す̈̈
２（‐‐９‐‐‐―‐４‐‐４）・医（西梶珊卸

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
準
決
勝

大
（
石与
謀
睡

２

（‐‐‐‐
‐ ‐
０．
）
０

鰤
里
颯

虫
　
明

Ｇ

∴

‐ ‐
Ψ

静

井
造
）

▼
決
勝
碍
晴
２
（‐‐‐‐‐‐４５）０
融　剛

（資
料
提
供

・
岡
山
県
協
会
） ●岡山●
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梶小

田藪

高
校
は
尾
崎
と
三
村

●広島●

第
７
回
広
島
県
会
長
杯
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
は
、
昭
和
５‐
年
１
月
２５
日

福
山
市
体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た

が
、
各
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

◆

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
準
決
勝

一〓Ш白熱鋤２（‐‐１１４‐‐‐４４‐‐｝１鍔竺珈

げ̈端一２（Ⅲ‐‐２６）０榊生勢

▼三位決定戦

一一　調
２
（‐‐‐‐‐‐５８）０
然　副

▼決勝
雌　Ｍ
２
（‐‐‐‐‐‐３９）０
朝　醐

◆

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▼
準
決
勝

「″嬬一２（‐２９‐‐‐―‐９‐‐６）・・一産掃

Ｋ（田『吐
２
（‐‐‐２‐‐８９）０
一〓由〓鋼

▼
三
位
決
定
戦

占
　
部

２

⌒‐‐‐２
‐ ‐
５‐０
）
０

〓
一　
一月

▼
決
勝
田　上
２
⌒‐‐‐２‐‐・９）０
中　西

◆
高
校
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
準
決
勝

覺
∴
‐‐ザ
嘴

幌　鴨
２
（‐‐‐‐‐‐９５）０
峨　碑

◆
高
校
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▼
準
決
勝

手
ｍ
２
０
‐‐∪
０
攀
』

鮮
与
２
爾
‐‐じ
０
鰤
』

▼三位決定戦

高一　田
２
（‐‐‐‐‐‐２９）０
藤　本

▼
決
勝
毛　崎
２
（‐‐‐‐‐‐５５）０
藤　井

◆
高
校
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
準
決
勝

一キ』̈
２（‐‐８‐‐‐―‐２‐‐４）・鍛『帥

謝
揃
２
（‐‐‐‐‐‐３．）０諄
揃

▼
三
位
決
定
戦

雌
河
Ｍ

２

⌒‐２‐‐
‐ ‐
‐‐４
）
０

献
　
唖

▼
決
勝

一一疏
２
（‐‐‐‐墨
⊥
蝙

響
野
２
貧
‐‐じ
０
幹
鑢

▼三位決定戦

金　沢２（‐‐９‐‐‐―‐９‐２７）「堂河内

▼
決
勝
〓一　村
２
（‐‐‐‐‐‐２５）０
北　村

（資
料
提
供
―
広
島
県
協
会
）

ル
ー

ル
ブ

ッ
ク
頒
布

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
規
則
書

（改

正
版
）
に
は
、
従
来
ど
お
り
の
大
会

運
営
規
定
、
審
判
用
語
の
ほ
か
に
、

公
認
審
判
員
資
格
審
査
規
定
、
審
判

員
心
得
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
必
携
の
書

で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
日
本
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

（住
所
は
本

誌
編
集
部
と
同
じ
）
へ
、
定
価
３
０

０
円
と
送
料

（
一
冊
に
つ
き
６０
円
）

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



右 に左 にとシャトルを追 うそのフッ

トワーク。このパ ドミン トン トレー

ニングマシンは、プレイヤーの反射

神経 を高め、敏捷
:性 を養 うために

造 られたフットワーク練 習機 です。

明 日への試合のために各有名 スポ

ーツ店 にてお求 め ください。
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「
ュ
ー
バ
ー
杯
奪
還

へ
の
道
」

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
〃

昨
年
６
月
に
行
な
わ
れ
ま
し
た

第
７
回
世
界
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権

（
ユ
ー
バ
ー
杯
）
大
会
に

お
い
て
、
わ
が
日
本
チ
ー
ム
は
地

元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
決
勝
で
対
戦

し
、
惜
し
く
も
敗
れ
、
４
連
覇
を

は
ば
ま
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
読
者

の
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

現
在
、
日
本
女
子
チ
ー
ム
は
ユ

ー
バ
ー
杯
奪
還
の
た
め
、
役
員

・

選
手

一
九
と
な
っ
て
努
力

・
研
鑽

を
つ
つ
け
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
ど
も
日
本
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
出
版
局
で
は
、
次
の

と
お
り
、
「第
７
回
ユ
ー
バ
ー
杯
大

会
記
録
―
―
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還
ヘ

の
道
」
を
刊
行
い
た
す
連
び
と
な

り
ま
し
た
。

●
体
裁
＝
Ａ
５
判

（約
２‐
セ
ン
チ

×
‐５
セ
ン
チ
）

●
ベ
ー
シ
数
＝
１
２
８
ペ
ー
ジ

う
ち
カ
ラ
１
１６
ぺ
‐
ジ

●
発
行
日
３
月
１０
日

●
定
価
＝
１
０
０
０
円

本
書
は
、
第
７
回
ユ
ー
バ
ー
杯

大
会
の
全
記
録
を
収
録
し
、
関
係

役
員

・
選
手
の
手
記

・
談
話
、
観

戦
記
を
中
心
に
、
さ
ら
に
カ
ラ
ー

写
真
を
含
む
多
く
の
写
真
を
収
め
、

各
国
選
手
の
フ
ォ
ー
ム
や
プ
レ
ー

の
分
析
も
で
き
る
よ
つ
に
構
成
し

た
も
の
で
す
。

現
在
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
第

一
線
で
活
躍
中
の
人
々
は
も
ち
ろ

ん
、
小
中
学
生
や
家
庭
婦
人
、
ま

た
指
導
の
立
場
に
あ
る
人
々
に
も

必
ず
役
に
立
つ
も
の
で
す
。

本
書
は
、
定
価
１
０
０
０
円
で

す
が
、
本
誌
読
者
の
皆
様
に
は
、

特
価
９
０
０
円
、
送
料
サ
ー
ビ
ス

で
販
売
い
た
し
ま
す

（４
月
３０
日

ま
で
消
印
有
効
）。
ご
希
望
の
方
は
、

お
近
く
の
郵
便
局
か
ら
郵
便
局
そ

な
え
付
け
の
振
替
用
紙
で
、
「
ロ

座
番
号
＝
東
京
５
１
９
５
２
５
、

加
入
者
名
＝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
編

集
部
、
通
信
相
に
申
込
部
数
明

記
」
の
マ
え
、
所
定
の
振
替
手
数

料
と
代
金
を
そ
え
て
お
申
込
み
下

さ
い
。
ま
た
、　
ハ
ガ
キ
で

「〒
１５０
東
京

都
渋
谷
区
神
南

一
ノ

一
ノ

一
・
岸

記
念
体
育
会
館

・
日
本
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
出
版
局
「
ュ
杯
」
係
」
」

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
れ
ば
、
振

替
用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

振
替
は
約
二
週
間
程
度
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
も
っ
と
も
料
金

も
安
く
安
全
確
実
で
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
一
割
引

・
送
料
サ
ー
ビ

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＝
大
会
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
＝

◆
す
で
に
行
わ
れ
た
大
会

１
月
２４

・
２５
日
＝
ト
マ
ス
杯
大
会

ア
ジ
ア
東
地
区
予
選
決
勝
↑
昼
示
）

２
月
１
日
＝
第
５
回
国
際
競
技
大

会

（日
独
大
会
）
父
ム津
若
松
）

２
月
８
日
＝
同
大
会

（函
館
）

２
月
■
日
＝
同
大
会

（東
京
）

２
月
１４

・
‐５
日
＝
全
日
本
総
合
選

手
権
団
体
戦

（東
京
）

３
月
５
日
＝
第
７
回
全
日
本
女
子

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（青
仝
示
）

◆
開
催
を
予
定
し
準
備
中
の
大
会

４
月
２

・
３
日
＝
ト
マ
ス
杯
大
会

ア
ジ
ア
地
区
予
選
決
勝

・
対
マ
レ

ー
シ
ア

（
マ
レ
ー
シ
ア
に
て
）

６
月
２４
～
２９
日
＝
全
日
本
実
業
団

選
手
権

（神
奈
川
県
藤
沢
市
）

８
月
―
～
６
日
＝
全
国
高
校
総
合

体
育
大
会

（長
野
県
中
野
市
）

８
月
＝
～
１５
日
＝
全
日
本
教
職
員

選
手
権

（東
京
都
）

８
月
１８
～
２０
日
＝
全
国
中
学
生
大

会

（仙
台
市
）

９
月
１２
～
‐５
日
＝
全
日
本
社
会
人

選
手
権

貧
呂
崎
市
）

１０
月
２５
～
２８
日
＝
国
民
体
育
大
会

（佐
賀
県
牛
津
町
）

Ю
月
２６
～
３‐
日
＝
全
日
本
学
生
選

手
権

（東
京
都
）

‐２
月
８
～
‐２
日
＝
全
日
本
総
合
選

手
権
個
人
戦

（東
京
都
）

５２
年
２
月
１９

。
２０
日
＝
全
日
本
総

合
選
手
権
団
体
戦

（東
京
都
）
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スピー ド′ ワヾー、スマー トーーー近代バ ドミントンを追求するゴーセン
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勝ちたいなぢ
ゴーセンパ ドミン トンラケ ントの人気が急

11'「 しています。一流選 手のア ドヴァィスを

積極的に取 り入れ、開発された特殊イ)板によ
る力強いフレーム、オ友群のり単力性、重量・パ

ランスの素晴 ′,し さなどがその秘密。
さらに世界で初めての ステンレスワイヤー

巻付・特殊油・香水入リガ ント 《ウインテ ′
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入されています。よく確かめ類似品にごli意

ドさい。
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月
刊

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
第
７６
号

馴仰皿廿四一時に朝トコ棧断日（毎期計酬転脚瞬新̈
　発行所

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

定
価
二
百
二
十
円

東
京
都
渋
谷
区
神
南

一
ノ

一
ノ

一

岸
記
念
体
育
会
館
内

時速270Mの
ッシユ/

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッ

ク洲寺速270kmの スピードで、相手コートに

たたきつけられる。目にもとまらぬスマッシ

ュ。今や噂のラケット、プラッキー。その秘密は

ヨネックスが初めて可能にした、極細の特殊

ステンレスシャフト。ぐんと細身で、普通よ

り長目ですから、まるでムチのように打つ瞬

間鋭利にしなります。息をのむ反発力です。そ

のうえ、特殊合金フレームの強さがプラスさ

れ、切れ味のよい攻撃力。あそこで、ここで、

プラックパワーと恐れられています。
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